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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車用通気口ダイヤルであって、
　内側部分に設けられる空気経路と、前記空気経路を開閉するように前記空気経路に回転
式に設けられるダンパ（１１）とを有する通気口ハウジング（１０）と、
　前記通気口ハウジング（１０）に設けられているダイヤルハウジング（２０）であって
、前記ダイヤルハウジング（２０）の前方部分に形成されている開口部（２１）と、前記
ダイヤルハウジング（２０）の後方部分の外周面に沿って前記ダンパ（１１）の開位置に
対応する位置で前記外周面から外向きに突出するように形成されている第１の保持突部（
２５）と、前記後方部分の前記外周面に沿って前記ダンパ（１１）の閉位置に対応する位
置で前記外周面から外向きに突出するように形成されている第２の保持突部（２５）と、
を有するダイヤルハウジング（２０）と、
　前記ダイヤルハウジング（２０）に回転式に結合されるとともに、前記開口部（２１）
に装着されて外側に露出するように前方部分に設けられているダイヤルノブ（３１）と、
前記ダンパ（１１）の開閉度を制御するようにリンク部材（１２）を通して前記ダンパ（
１１）に接続されている後方固定板（３２）とを有するダイヤルアセンブリ（３０）と、
を含み、
　前記ダイヤルハウジング（２０）が、前記後方部分において前記第１の保持突部（２５
）および前記第２の保持突部（２５）の内側に形成されているハウジング長孔（２４）を
さらに有し、



(2) JP 6325101 B2 2018.5.16

10

20

30

40

50

　前記ダイヤルアセンブリ（３０）が、前記後方固定板（３２）に形成されているダイヤ
ル長孔（３３）と、前記ダイヤル長孔（３３）を有する前記後方固定板（３２）の外側に
おいて内向きに突出して、前記ダイヤルハウジング（２０）の前記外周面に沿って案内さ
れて移動する間に前記第１の保持突部（２５）および前記第２の保持突部（２５）と接触
する固定突部（３４）とを有する、自動車用通気口ダイヤル。
【請求項２】
　前記ダイヤルアセンブリ（３０）の前記固定突部（３４）が前記ダイヤルハウジング（
２０）の前記第１の保持突部（２５）および前記第２の保持突部（２５）を乗り越える際
に、前記ダイヤルハウジング（２０）の前記第１の保持突部（２５）および前記第２の保
持突部（２５）が前記ハウジング長孔（２４）の方向に弾性力で移動し、前記ダイヤルア
センブリ（３０）の前記固定突部（３４）が前記ダイヤル長孔（３３）の外側方向に弾性
力で移動する、請求項１に記載の自動車用通気口ダイヤル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は自動車用の通気口ダイヤルに関し、コスト削減および品質向上とともにダイヤ
ルアセンブリのクリック段階（クリック・フェーズ）が改良される。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、自動車用の通気口は、通気口の内側に設けられているダンパを制御することに
より自動車の内部温度を適切に維持して空気の吐出を制御する、空調システムの空気吐出
手段である。
【０００３】
　さらに、通気口のダンパは、空気流量を制御するためのダイヤルを回転式に備えており
、ユーザがダイヤルのクリック段階を感知できるように通気口ダイヤルの回転構造にはあ
る手段が設けられている。
【０００４】
　すなわち、自動車の内側へ導入される空気の流量を制御するようにダンパを選択的に開
閉するためのダンパ制御部品を通気口が備えている場合に、ダンパ制御部品は、ダイヤル
アセンブリと、ダンパおよびダイヤルアセンブリを制御するための複数のリンク部材とを
含む。
【０００５】
　先行技術によるダイヤルアセンブリのクリック段階を改良するため、図１を参照すると
、クリック段階を付与するようにダイヤルアセンブリ３０´の回転時にダイヤルハウジン
グに設けられている保持突部により板バネ１´が押圧されるように、板バネ１´が結合さ
れている。そのため、板バネ１´は、ユーザが所望する点に選択的に固定されてダンパの
空気流量を制御する。
【０００６】
　しかし、ダイヤルアセンブリに結合されるように板バネの両端部分をダイヤルアセンブ
リへ挿入することにより板バネをダイヤルアセンブリに設けることでクリック段階が付与
される上記の先行技術は、板バネが保持突部により押圧されてダイヤルアセンブリから外
れるという短所を有する。
【０００７】
　加えて、ダイヤルアセンブリに結合されている板バネは、金属材料の製造方法という点
で結合過程が困難であって、製造コストの上昇により部品コストが上昇する結果を招くと
いう別の短所を有する。
【０００８】
　そのため、特許文献１は、ダイヤルアセンブリのクリック段階を改良するための技術を
開示しており、プラスチック材料で製作された弾性部材４０´が図２に示されているよう
にダイヤルアセンブリ３０´に結合されることにより、製造コストの上昇を防止して組立
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作業の利便性を向上させる。
【０００９】
　すなわち、上記技術の弾性部材４０´は、弾性部材４０´の一端部が、弾性部材４０´
の他端部がダイヤルアセンブリ３０´に結合された状態でピンに装着されるか、両端部を
接続している支持部分２´の中央から突出部分３´が突出してダイヤルハウジングの保持
突部により突出部分３´が押圧されるように、主として組立方式で形成される。
【００１０】
　上記の技術によれば、一端部のピン結合孔は長孔として形成され、他端部の孔は、ダイ
ヤルアセンブリへの弾性部材の組立を実行するため開口するように形成されている。その
ため、上記の技術はやはり、ダイヤルアセンブリのピンと他端部の開口孔とが振動および
衝撃により分離する可能性があり、結果的にダイヤルの誤作動を招くという短所を有する
。
【００１１】
　さらに、上記の技術によれば、最初に一端部がピン結合されてから他端部が装着された
状態で弾性部材が回転される。そのため、ダイヤルアセンブリには弾性部材の回転のため
の空間が必要とされ、結果的に部品の大型化と必要部品数の増加とを招くことにより、組
立作業を複雑にする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】韓国実用新案公開公報第２０－０４６２２２６号－「車両通気口」（２０
１２年８月２７日に登録）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明は、上記の短所と他の問題を考慮して創出され、自動車用の通気口ダイヤルを提
供することで、ダイヤルアセンブリの構造が単純化されるとともに、ユーザが通気口の開
閉状態を充分に認識できるようにダイヤルの回転によるクリック段階を設けることを目的
とする。
【００１４】
　本発明は、自動車用の通気口ダイヤルを設けることで、ダイヤルアセンブリとダイヤル
ハウジングとの結合によりクリック段階が設けられて、組立作業を単純化し、作業性を向
上させるように組立作業に必要な時間を短縮するという別の目的を有する。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の以上および他の目的を達成するため、自動車用の通気口ダイヤルは、
　内側部分に設けられる空気経路と、空気経路を開閉するように空気経路に回転式に設け
られているダンパ１１とを有する通気口ハウジング１０と、
　前記通気口ハウジング１０に設けられるとともに、前方部分に設けられている開口部２
１と、後方部分の外周面に設けられている保持突部２５とを有するダイヤルハウジング２
０と、
　前記ダイヤルハウジング２０に回転式に結合されるとともに、前記開口部２１に装着さ
れて外側に露出するように前方部分に設けられているダイヤルノブ３１と、前記ダンパ１
１の開閉度を制御するようにリンク部材１２を通して前記ダンパ１１に接続されている後
方固定板３２とを有するダイヤルアセンブリ３０と、
を含み、
　前記ダイヤルハウジング２０が、後方体に形成されているハウジング長孔２４と、後方
外周面に沿って前記ダンパ１１の開閉位置に対応する位置にそれぞれ形成されている保持
突部２５とを有し、
　前記ダイヤルアセンブリ３０が、前記後方固定板３２に形成されているダイヤル長孔３
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３と、内向きに突出して前記保持突部２５と接触するとともに、前記ダイヤル長孔３３を
有する前記後方固定板３２の外側で前記ダイヤルハウジング２０の後方外周面に沿って案
内されて移動する固定突部３４とを有する。
【００１６】
　さらに、前記ハウジング２０の前記保持突部２５は前記ハウジング長孔２４の方向に弾
性力で移動し、前記ダイヤルアセンブリ３０の前記固定突部３４は前記ダイヤル長孔３３
の外側方向に弾性力で移動する。
【発明の効果】
【００１７】
　上記構成での本発明によれば、ダイヤルハウジングとダイヤルアセンブリとを簡単に結
合することにより、ダイヤルノブの回転に従ってユーザが通気口の開閉状態を正確に認識
するためのクリック段階を設けることが可能である。
【００１８】
　そのため、ユーザは、ダイヤルノブを回転させながら通気口の送風状態を正確に認識で
きる。加えて、ダイヤルアセンブリとダイヤルハウジングとは射出成形によりプラスチッ
ク材料で作製されることで、製造過程を簡単にして製造コストを削減するとともに、組立
作業を簡単にして組立時間を短縮することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】先行技術ダイヤルアセンブリの構成を示す斜視図である。
【図２】先行技術ダイヤルアセンブリの構成を示す斜視図である。
【図３】本発明による通気口の構成を示す斜視図である。
【図４】本発明による通気口の結合状態を示す斜視図である。
【図５】本発明による通気口の結合状態を示す斜視図である。
【図６】本発明によるダイヤルハウジングを示す斜視図である。
【図７】本発明によるダイヤルアセンブリの動作状態を示す斜視図である。
【図８】本発明によるダイヤルアセンブリの動作状態を示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、添付図面を参照して本発明の実施形態が構成に関して詳細に説明される。
【００２１】
　本発明による自動車用の通気口ダイヤルは、ダイヤルアセンブリのクリック段階の改良
を通して部品コストを削減するとともに品質を向上させるために案出されたものである。
【００２２】
　図３から図５を参照すると、ダイヤルノブ３１は、露出するように自動車の前面部分に
組み込まれ、ダンパ１１は、通気口ハウジング１０の空気経路に回転式に設けられて、ダ
イヤルノブ３１の後方部分に組み込まれているリンク部材１２を使用することにより空気
経路を開閉する。
【００２３】
　ダイヤルノブ３１を含むダイヤルアセンブリ３０はダイヤルハウジング２０に結合され
、ダイヤルハウジング２０は、ダイヤルノブ３１の動作によるリンク部材１２の移動と連
動してダンパ１１が回転するように、通気口ハウジング１０に組み込まれて固定されてい
る。
【００２４】
　次に、上の構造をさらに詳しく説明すると、ダンパ１１が回転式に空気経路に設けられ
るように、通気口ハウジング１０は空気経路を中に備えている。
【００２５】
　ダイヤルハウジング２０は通気口ハウジング１０に設けられ、前方部分に形成されてい
る開口部２１と、後方外周面に設けられている保持突部２５とを有する。
【００２６】
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　加えて、ダイヤルアセンブリ３０は、ダイヤルハウジング２０に回転式に結合され、開
口部２１に装着されて外側へ露出するような前方部分のダイヤルノブ３１と、ダンパ１１
の開閉度を制御するように片側がリンク部材１２を通してダンパ１１に接続されている後
方固定板３２とを有する。
【００２７】
　本発明によれば、ダイヤルアセンブリ３０とダイヤルハウジング２０とを使用すること
により、またこれら二つの部品を簡単に結合することにより、ユーザは、ダイヤルノブ３
１を作動させる時点でクリック段階を認識でき、必要な部品の数と工数とを減少させ得る
。
【００２８】
　第一に、図６を参照すると、ダイヤルハウジング２０は、後方体のハウジング長孔２４
と、後方外周面に沿ってダンパの開閉位置に対応する位置にそれぞれ形成されている保持
突部２５とを有する。
【００２９】
　すなわち、保持突部２５は、後方外周面に沿ってダンパ１１の開閉位置に対応する位置
で後方外周面から突出するようにそれぞれ形成されている。
【００３０】
　さらに、ダイヤルハウジング２０は、通気口ハウジング１０に結合および固定され、前
方部分に形成されている開口部２１と、ダイヤルアセンブリ３０と結合されるように中央
部分に形成されている孔とを有している。
【００３１】
　加えて、図７を参照すると、ダイヤルアセンブリ３０はその中央部分でダイヤルハウジ
ング２０に回転式に結合され、外側へ露出するように前方部分に設けられて開口部２１に
装着されているダイヤルノブ３１を有し、後方固定板３２は、後方部分から延出して、長
孔３３と、内向きに突出して保持突部２５と接触するとともに、ダイヤル長孔３３を有す
る後方固定板３２の外側でダイヤルハウジング２０の後方外周面に沿って案内され移動す
る固定突部３４とを備えている。
【００３２】
　さらに、ダイヤルアセンブリ３０は、ダンパ１１に接続されているリンク部材１２の一
端部に片側で結合されているため、ダンパ１１の開閉度を制御するようにダイヤルアセン
ブリ３０の回転に応じてリンク部材１２が移動する。
【００３３】
　一方、ダイヤルハウジング２０の保持突部２５は、ハウジング長孔２４の方向に弾性力
で移動する。さらに、ダイヤルアセンブリ３０の固定突部３４は後方固定板３２の外側に
形成されて、固定突部３４の内側方向にダイヤル長孔３３を有するため、固定突部３４を
備える後方固定板３２の外側は、外側方向に弾性力で移動するような比較的わずかな厚さ
と弾性とを有するように形成されている。
【００３４】
　そのため、図８を参照すると、ダイヤルアセンブリ３０がダイヤルハウジング２０に結
合されている状態でダイヤルノブ３１が回転された場合に、後方部分の固定突部３４はダ
イヤルハウジング２０の外周面に沿って回転して、開または閉位置の保持突部２５と接触
する。
【００３５】
　この時点で、ダイヤルノブ３１がさらに回転された場合には、固定突部３４と保持突部
２５とが互いに押圧され、固定突部３４が保持突部２５を越える。
【００３６】
　すなわち、ダイヤルハウジング２０の保持突部２５がハウジング長孔２４の方向に弾性
力で押圧され、ダイヤルアセンブリ３０がダイヤル長孔３３により弾性力を有する後方固
定板３２を有しているので、ダイヤルアセンブリ３０の固定突部３４は外側方向に弾性力
で押圧される。
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【００３７】
　そのため、弾性力により押し戻される固定突部３４が保持突部２５を越えるようにダイ
ヤルノブ３１がさらに回転された状態で、固定突部３４と保持突部２５とはその初期状態
に復帰して、ユーザはクリック段階を感知できる。
【００３８】
　一方、接触および変形の過程で騒音が発生しないように、ダイヤルハウジング２０とダ
イヤルアセンブリ３０とはプラスチック材料で作製されており、固定突部３４と保持突部
２５とはハウジング長孔２４およびダイヤル長孔３３により弾性力を有する。
【００３９】
　そのため、ダンパ１１の開閉に従ってユーザが空気流量を制御できるように、ダイヤル
ノブ３１を回転させる時点でユーザが所望する位置での選択的な固定が実現される。
【００４０】
　上記のような構造を備えた本発明の実施形態を以下でさらに詳述する。
【００４１】
　最初に、ダイヤルハウジング２０に軸結合されているダイヤルノブ３１をユーザが回転
させる場合に、ダイヤルノブ３１の後方固定板３２とともに組み立てられているリンク部
材１２はダイヤルノブ３１とともに移動する。
【００４２】
　このとき、リンク部材１２の他端部がダンパ１１に接続されているため、通気口ハウジ
ング１０のダンパ１１は、空気経路を開閉するようにダイヤルノブ３１の回転により回転
する。
【００４３】
　加えて、固定突部３４は、ダイヤルハウジング２０の本体後方外周面との接触状態にあ
って、本発明によるダイヤルアセンブリ３０がダイヤルハウジング２０に結合および固定
されている状態でダイヤルハウジング２０の本体後方外周面に沿って移動する。
【００４４】
　すなわち、固定突部３４は、固定突部３４がダイヤルハウジング２０の外周面と接触し
ている状態でダイヤルノブ３１とともに回転し、ダンパ１１が閉じた位置でダイヤルハウ
ジング２０の外周面から突出するように形成されている保持突部２５を越える。
【００４５】
　このとき、固定突部３４と保持突部２５とは、互いに接触して互いから押し戻されるよ
うに弾性力を有する形状を持っている。そのため、固定突部３４が保持突部２５を越えて
復帰する。
【００４６】
　そのため、ユーザは、ダイヤルノブ３１を回転させる際にダンパ１１が閉じていること
を表すクリック段階を認識でき、また、ダイヤルノブ３１を反対方向に回転させることに
よりダンパ１１が開口している場合でも固定突部３４が保持突部２５を越える際にクリッ
ク段階を認識することができる。
【００４７】
　ここで、保持突部２５が自然に固定突部３４を越えることができるようにダイヤルハウ
ジング２０の保持突部２５とダイヤルアセンブリ３０の固定突部３４とが丸みを帯びるよ
うに形成されていることが好ましい。
【００４８】
　上述した実施形態は、本発明の幾つかの例として理解されるべきであり、本発明はこの
実施形態および図面に限定されない。本発明の範囲を逸脱することなく、様々な修正、組
み合わせ、変更を実施形態に加えうることを当業者は理解するだろう。
【符号の説明】
【００４９】
　１０　通気口ハウジング
　１１　ダンパ
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　１２　リンク部材
　２０　ダイヤルハウジング
　２１　開口部
　２４　ハウジング長孔
　２５　保持突部
　３０　ダイヤルアセンブリ
　３１　ダイヤルノブ
　３２　後方固定板
　３３　ダイヤル長孔
　３４　固定突部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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